獄窓記

規則が厳しい（「懲罰の対象」熱くても服の袖をまくれない、食事は全部食べなければいけない、生活必需品であっても物が届くまでの手続きに時間がかかるなど）

管理することが重要

個別の受刑者への対応が想定されていない

＠府中刑務所（LB級）

分類審査

仮釈放はなかなかされない（何もなければ刑期の３／４くらい）

刑務所と職員が少ない。入浴が毎日できない。できてもひとり１０分

新聞を読む（１５分）、工場で作業（仕事がなくても座っている）

分類面接、身体検査

＠黒羽刑務所（Ａ級）

教育訓練工場→一般工場に配属

· 工場とは？

刑務所では、作業をするところは工場。料理当番も工場

「寮内工場」……処遇困難者の集まるところ。「塀の中の掃き溜め」。下記にも

「指導補助」←受刑者のうち等級が上の者がなる

「懲罰」とは、一定期間懲罰房に閉じ込められること。おおむね２，３週間

場合によっては拘束服、革手錠

外部との接触がすべて禁止になったり、食事の量が減らされたり、作業賞与金が没収されたり。降級、仮釈放の審査にも大きな影響を与える

寮内工場とは？

心や体に障害を持った受刑者を集める工場。医療刑務所ではない

黒羽刑務所（A級刑務所）にある

作業だけでなく、日常生活にもサポートが必要な受刑者が集まってくる。

「おとなしく座らせておく」こと

そのためには時には強引にならざるをえない←ここが弊害のポイント？

自己コントロールが不可能な人の「作業」

生産性はない（紐、ろうそく。指導補助が裏でごにょごにょ……時間つぶし）

指導補助（入院患者に対する虐待行為で死者まで出した精神病院の元職員がいる！）と一般収容者の待遇の隔たり

指導補助は進級のスピードが速い、移動や会話が自由、食事の量も多い

作業賞与金　かなり安い。安すぎて身内も自宅もない人は出所したらすぐなくなっちゃう

平均月収が３０００円

そしてすぐに刑務所に逆戻り

だが、これを高くすればいいというわけでもない（そうしたら喜んで入ってくるから）

再犯防止のための例：ドイツ（受刑前に得ていた賃金の６５％をしばらくの間失業保険として受けられる）

再犯が減った結果、刑務所の運用コストも大幅に削減！

２５９ページ（文庫版）

「再犯率５０％　失業率が増えるともっと再犯率が増えるかもしれない」

満期出所者は仮釈放で出所した者より格段に再犯率が高いという。

満期出所者は全体の２割、ほとんどはまったく身寄りのない収容者

寮内工場の約８割が満期出所者。家族や親戚からは完全に見捨てられている者も

○P２６０会話文—再犯をほのめかす右手が不自由な男性と

「山本さんにはわかんないと思うけど、俺たち障害者は、世の中のどこにいたって、居心地はよくないんだ。ノーマライゼーションだとかバリアフリーだとか、よく言われるけど、現実はそれとは程遠いね。たとえ、バリアフリーの街になったって、障害者に対する周りの人間のバリア、まあ、言ってみりゃ差別ってことになるんだけど、それは、絶対に消えないな」

「だからって、また、刑務所に戻るようなことをする必要はないと思うな。あなたの場合、三十代前半でまだまだ若いんだし、十分にやり直しはきくよ。これから、障害者の雇用政策もどんどん充実していくだろうしね」

「本当にそうかなー。山本さん、俺ね、いつも考えるんだけど、俺たち障害者は、生まれながらに罰を受けてるようなもんだってね。だから、罰を受ける場所は、どこだっていいのさ。また刑務所の中で過ごしたっていいんだ」

「馬鹿なこと言うなよ。ここには、自由がないじゃないか」

「確かに、自由はない。でも、不自由もないよ。俺さ、これまでの人生の中で、刑務所が一番暮らしやすかったと思ってるんだ。誕生会やクリスマス会もあるし、バレンタインデーにはチョコレートももらえる。それに、黙ってたって、山本さんみたいな人たちが面倒を見てくれるしね。着替えも手伝ってくれるし、入浴の時は、体を洗ってくれて、タオルも絞ってくれる。こんな恵まれた生活は、生まれて以来、初めてだよ。ここは、俺たち障害者、いや、障害者だけじゃなくて、恵まれない人生を送ってきた人間にとっちゃー天国そのものだよ」

○受刑者への待遇改善が出所者の再犯のインセンティブとなる。福祉はどうした？

何事も規則に従って、収容者を寸分の狂いもなく動かすことに血道を上げる看守たち

そのために収容者自身に自分の身の周りのことをやらせない（時間がかかるから）

→出所してから困るのでは？

＜仮釈放の手続き＞

刑務所が、関東地方更生保護委員会（委員の多くは元キャリア官僚）に仮釈放の申請をする

P２８４：収容者の一定の条件：

刑期の１／３が経過していること、生活態度や作業成績が良好であること、改悛の情があること、再犯のおそれがないこと、更生の意欲があること、社会感情が仮釈放を是認すること、身元引き受けの状態が良好であること、などなど

（cf：「犯罪をした者及び非行のある少年に対する社会内における処遇に関する規則」２８条））
法務省保護局の保護観察官による面接（準備面接）を受ける

しばらく様子を見た後、もう一度、実際の仮釈放の２，３か月前に面接（本面接）が行われる

看守は仮釈放の取り消しや懲罰房送りの権限があり、いわば「生殺与奪の権を握られている」

障害のある受刑者は、慰問行事や各種レクリェーションに参加できない、外出が制限される、進級が遅い、など

ノーマライゼーションに逆行

見学者を寮内工場には案内しない

外国人収容者が多い（国際化！）

更生保護婦人会（メンバーのほとんどが素封家の有閑マダム）

出所者の社会復帰に協力する民間ボランティア組織。

白米が食べられるのは正月と運動会のお弁当（←おかずも豪華）

テレビを見られるのは昼の２０分と夜の７～９時

チャンネル選択権は昼はない。夜はアンケート。時代劇やバラエティー

アンケート：購読する新聞や食事についても

所内機関紙の編集も収容者によるもの。レクリェーションも委員が実施要項を練り上げる

このへんは民主主義です

○看守の勤務実態

夜勤の日も朝７時から。

夜勤当日は２４時間勤務で、夜勤明けの日に休養をとり、次の日にはいつものように出勤

夜勤の回数は増える一方

年休も満足にとれない。刑務官も増員されない。刑務官一人当たりが担当する収容者の数は国際基準の２倍以上。刑務官の労働組合はない（から政治に意見が反映されない）

行政改革……

P314　再犯者を出さないための教育プログラムの導入も含めて、今こそ矯正教育の抜本的な改革を図ろう！刑務官も増員しよう！

暴力事件も起きている。なにしろ過剰収容で超過密状態である。刑務官もきめ細かな対応ができずにいる。

教化面の重視

厚生労働省も仕事しろ。出所者の雇用対策は重要な問題＠刑務官

権限のある人と現場を知ってる人が違うこと

「俺、時々、思うことがあるんだ。自分らもさ、収容者と同じように、塀の中で管理されているんじゃないかってね」

「塀の中の住人」としての看守

医務回診は週２回ある。しかし、メンタルヘルスケアは不十分、診療は機械的

真夜中でも急病人が発生したら医療を受けられるが、いかんせんマンパワー不足

無事故章（模範囚の証）があると、無事故者集会で映画を観られたり、検身が免除されたりする。カルチャークラブにも入れる（定員があるから）

監獄法
監獄法：明治時代１９０８年から。「国際基準と比べ、人権意識が極めて低い」

不服申し立てはあくまで制度があるのみ。握りつぶされてしまう？

教誨の義務、検閲、財産権、残虐な刑罰←憲法違反？

情報公開法もできたことだし

釈前ビデオ

本面接が済んだ収容者は、面接から１ヵ月後に仮釈放に関するガイダンスビデオを視聴することになる。

刑期満了日までの保護観察期間をどのように過ごすか、注意事項

それをみたから１，２ヵ月後、釈放前教育班へいき教育を受ける（P458）

東京保護観察所八王子支部

保護司　刑期満了まで２ｗに１回訪ねる

仮釈放の取り消し：罰金刑以上

――――――――――――――――

●(文庫版あとがき)

→出所後福祉につながるような、社会復帰に資するような更生プログラムの必要性

刑務官「おとなしくしていればいい」「おとなしくしていなければならない」

年休もとれない、休日出勤、長時間勤務……とても矯正教育にまで手が回らない

「管理あって、処遇なし」＠監獄法

その行きすぎた例が名古屋刑務所の受刑者虐待死事件

監獄法の全面改正。受刑者処遇法へ「受刑者の人権尊重」刑事施設視察委員会の新設

受刑者処遇も、懲役作業中心の画一的な管理方式を改め、矯正教育を重視する方針へ

罪種別矯正プログラムの受講の義務付け(性犯罪や薬物依存防止、暴力団離脱、被害者の視点に立った教育)

そして現在の刑事収容施設法へ

PFI刑務所（半官半民）障害者専用ユニットが４か所中３か所

そして、刑務所の出口（社会）での福祉改革も！

厚生労働省の正式な研究班「罪を犯した障害者の地域生活支援に関する研究」

●解説（岩波明）

そもそもなぜ刑務所に障害者がこんなにいるのか？心神喪失規定は？

精神病院への「社会的入院」同様、刑務所にもこのような役割が

知的能力や精神状態は重大事件でない限り検討しないため？

・国選弁護人だから

・社会の風潮が「罪を犯した者は刑務所へ」だから。社会防衛論（）
